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雄

清
規
は
中
國
の
輝
定
思
想
を
宗
派
的
に
大
成
せ
し
め
た
根
本
的
動
力
で
あ
る
。
輝
宗
に
し
て
若
し
清
規
の
制
定
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
、

そ
れ
は
軍
に
幽
玄
な
哲
理
を
玩
弄
す
る
紳
幌
圭
義
の
宗
敏
と
し
て
絡
り
、
少
し
も
時
機
に
印
慮
す
る
實
際
的
宗
敏
と
は
な
り
得
な
か
つ
た

で
あ
ら
う
。
清
規
は
實
に
膵
宗
の
生
命
に
し
て
、

一
般
佛
敏
の
戒
律
に
も
比
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
然
し
て
日
本
佛
教
史
上
、
鎌
倉
新
佛

敏
の
勃
興
が
正
法
圭
義

へ
の
反
省
と
戒
律
復
興
へ
の
希
望
の
二
大
動
向
を
核
心
と
し
て
展
開
し
て
い
る
時
、
日
本
に
於
け
る
灘
宗
叢
林
の

清
規
の
將
來
を
考
讃
す
る
と
共
に
、
臨
濟
宗
最
初
の
清
規
書

「
大
鑑
清
規
」
を
研
究
し
て
見
た
い
。

先
づ
丈
獄
と
し
て
現
れ
た
も
の
は
、
榮
西
の
興
膵
護
國
論
巻
上
の
令
法
久
佳
門
第

一
に
、
中
國
現
存
の
最
古

の
清
規
書
と
云
は
れ
る
、

輝
苑
清
規

(崇
寧
二
年

(
一
一
〇
三
)
洪
濟
宗
蹟
撰
述
)
巻

一
の
受
戒
の
項
が
あ
り
、

叉
護
國
論
巻
下
の
第
八
弾
宗
支
目
門
に
も
同
清
規
の
記

事
が
見
ら
れ
る
。
興
灘
護
國
論
は
建
久
九
年

(
一
一
九
八
)
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
い
で
洞
宗
の
永
手
道
元
の
永
不
清
規
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
嘉
禎
三
年

(
=
一三
七
)
よ
り
寳
治
三
年

(
=
一四
九
)
に
至
る
前
後

十
三
年
間
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

道
元
は
貞
鷹
二
年

(
=
=
;
一)
に
入
宋
し
、
嘉
豫
三
年

(
=
三

七
)
露
朝
で
あ
る
か
ら
、
灘
苑

清
規
は
勿
論
の
事
、
入
衆
日
用
清
規

(南
宋
寧
宗
嘉
定
二
年

(
=
一〇
九
)
無
最
宗
壽
撰
蓮
)
が
開
版
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

道
元
は
或
は

入
衆
日
用
清
規
を
閲
覧
し
た
か
と
思
は
れ
る
が
、
こ
れ
に
關
す
る
記
事
は
獲
見
出
來
な
い
。
却
つ
て
輝
苑
清
規
に
つ
い
て
は
永
不
清
規
は

當
然
の
事
、
普
鋤
坐
輝
儀
由
來
書
に
は
、

輝
苑
清
規
曾
有
二
坐
輝
儀
一難
〆
順
二
百
丈
之
古
意
、
少
添
二陵
師
之
新
條
一所
以
略
有
二多
端
之
錯
納
廣
有
二昧
汲
之
失
一不
レ
知
二
言
外
之
領
覧



と
あ
る
。

こ
れ
は
坐
灘
儀
に
封
し
て
の
こ
と
で
は
あ
る
が
同
時
に
宗
蹟
の
清
規
捌
定
の
態
度
全
般
に
わ
た
つ
て
批
制
し
た
も
の
と
思
う
。

更
に
永
干
清
規
を
大
別
し
て
六
つ
に
別
け
る
こ
と
が
出
來
る
。
即
ち
典
座
敏
訓
。
辮
道
法
。
赴
粥
飯
法
。
衆
寮
箴
規
。
封
大
己
法
。
知

事
清
規
で
あ
る
。
こ
れ
等
は
多
く
の
人
汝
に
よ
つ
て
校
訂
冠
註
及
び
後
に
増
冠
傍
註
補
註

・
傍
解
等
深
く
研
究
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
次
に

大
要
を
簡
述
し
て
見
る
に

典
座
敏
訓

一
篇
に
は
、
そ
の
末
尾
に

「
干
時
嘉
禎
三
丁
酉
春
、
記
示
二後
來
學
道
之
君
子
一云
」
と
あ
る
如
く
、
臨
朝
後
十
年
目
の
述
作

で
、
始
め
に
樺
苑
清
規
巻
三
の
典
座
の
項
を
圭
材
と
し
て
、
其
の
職
責
を
論
じ
、
更
に
そ
れ
を
其
罷
的
に
敏
示
し
て
い
る
。

次
い
で
辮
道
法
を
見
る
に
大
佛
寺
時
代
寛
元
二
年

(
=
一四
四
)
七
月
十
八
日
よ
り

同
四
年

(
=
一四
六
)
六
月
十
四
日
迄
の
永
準
寺
の

前
構
傘
松
峯
大
佛
寺
時
代
の
垂
範
で
あ
つ
て
、
倫
堂
内
に
於
け
る
坐
灘
修
行
の
要
諦
と
威
儀
と
を
詳
細
に
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

赴
粥
飯
法
は
陣
苑
清
規
巻

一
の
赴
粥
飯
の
項
に
準
糠
し
た
も
の
と
推
察
出
來
る
。
彼
の
程
明
道
が
定
林
寺
を
過
ぎ
、
偶
,
齋
堂
の
威
儀

塾
齊
な
る
を
見
て
、
屑
然
と
し
て
、
三
代
の
禮
…樂
蓋
く
是
に
在
り
嘆
じ
た
と
云
う
。
粥
飯
二
時
の
行
法
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

吉
鮮
山
永
亭
寺
衆
寮
箴
規
は
、
辮
道
法
及
び
赴
粥
飯
法
は
凡
て
僑
堂
中
心
の
も
の
で
あ
る
が
、
衆
寮
箴
規
は
衆
寮
中
心
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
垂
訓
大
い
に
趣
を
異
に
す
る
も
の
が
あ
る
。
凡
そ
二
十
八
條
か
ら
成
つ
て
、
和
合
衆
の
精
紳
を
基
本
と
し
て
看
讃
の
要
心
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

封
大
己
五
夏
闇
梨
法
は
、
五
夏
十
夏
の
年
騰
高
き
長
上
に
封
す
る
入
叢
林
者
の
威
儀
作
法
を
列
示
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
六
十
二
條
か
ら

成
つ
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
麦

保
道
舟
氏
は
岩
渠

「
道

兀
醗

窺

」
(ご
七
三
頁

ご
七
六
頁
)
に

「斯
書
の
資
料
差

つ
た
も
の
は
、

霧

に
は
南
山
道
宣
の
教
誠
新
學
比
丘
行
護
律
儀
牧
載
の
封
大
己
五
夏
闘
梨
法

(ご
十
二
條
)
及
び
事
師
法

(五
十
一
條
)
入
衆
法

(十
二
條
)
等

で
あ
り
間
接
に
は
馬
鳴
集
の
事
師
法
五
十
頚
等
で
あ
ら
う
と
思
う
」。
又
此
れ
よ
り
推
し
て
更
に
、
「
道
元
樺
師
の
他
の
撰
著
と
は
稽
竜
趣

き
を
異
に
し
騨
師
猫
特
の
も
の
と
見
る
に
珈
か
躊
躇
す
る
鮎
が
あ
る
」。
と
述
べ
て
ゐ
る
。

日
本
國
越
前
永
干
寺
知
事
清
規
は
、
六
知
事
の
用
心
を
示
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
組
織
は
全
膿
二
段
の
形
式
か
ら
な
つ
て
ゐ
る
。
・即
ち

大
鐘
清
一規
の
研
L究

七
九



輝

學

研

究

八
〇

第

一
段
は
古
來
の
尊
宿
が
知
事
に
就
役
し
て
大
事
を
獲
明
し
た
こ
と
を
あ
げ
、
然
し
て
知
事
に
は
古
來
有
道
の
士
の
充
當
さ
れ
た
實
例
を

示
し
、
且
つ
道
元
が
そ
れ
等
の
一
つ
一
つ
に
封
し
て
詳
細
な
批
判
を
加
へ
て
ゐ
る
。
第
二
段
は
監
院
、
維
那
、
典
座
、
直
歳
の
四
知
事
に

し
關
て
禅
苑
清
規
の
原
丈
を
墨
げ
、
そ
れ
に
封
し
て
文
鰍
的
考
誰
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
上
有
道
之
士
の
頭
首
に
つ
い
て
大
悟
し
た
機

縁
語
句
等
ま
で
が
列
畢
さ
れ
て
ゐ
る
。

ま
た
臨
濟
宗
で
は
、
圓
爾
辮
圓
の
弟
子
白
雲
恵
曉
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
そ
の
佛
照
白
雲
和
倫
語
録
に
百
丈
忌
拮
香
偶
三
條
を
見
る
こ
と

が
出
來
る
。
當
時
輝
俗
の
入
宋
は
大
勢
あ
つ
た
が
、
そ
れ
等
の
人
汝
の
語
録
中
よ
り
駿
見
出
來
る
の
は
白
雲
恵
曉
が
最
初
で
あ
る
。
白
雲

恵
曉
の
入
宋
は
文
永
三
年

(
=
一六
六
)
で
、
蹄
朝
は
弘
安
二
年

(
=
一七
九
)
で
あ
り
、

永
仁
五
年

(
=
一九
七
)
に
示
寂
し
て
い
る
。

此
れ
に
次
い
て
…叢
林
の
清
規
の
流
布
に
努
力
し
た
の
は
、
來
朝
倫
清
拙
正
澄
で
あ
る
。
清
拙
正
澄
は
白
雲
恵
曉
の
寂
後
二
十
九
年
目
。

帥
ち
嘉
暦
九
年

(
一
三
ご
六
)
に
幕
府
の
招
き
に
依
て
、
元
の
國
使
俗
と
し
て
來
朝
し
た
人
で
、

始
め
建
長
寺
に
迎
へ
ら
れ
、
浮
智
寺
。

圓
畳
寺
と
移
つ
て
、

元
弘
三
年

(三
一三
二
一
)
建
仁
寺
に
勅
請

(後
醍
醐
天
皇
)
を
受
け
た
。
佳
す
る
こ
と
三
年
。
大
い
に
輝
苑
の
清
規

を
正
し
、
大
鑑
清
規
を
編
纂
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
程
詳
細
に
述
べ
る
こ
と
x
す
る
。

百
丈
忌
に
つ
い
て

「
大
鑑
録
」
巻

一
に

　

む

む

む

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

　

百
丈
狙
忌
、
日
本
未
曾
講
行
、
今
次
初
設
此
禮
、
百
丈
以
前
無
佳
持
、
今
之
住
持
爾
序
、
大
小
職
任
堂
字
規
式
、
皆
百
丈
組
立
之
、
爲

長
老
者
、
不
肯
設
忌
、
可
謂
昧
本
、
本
且
不
知
、
未
漢
取
焉
、
聞
之
者
、
足
以
勘
、

「
大
鑑
清
規
」
巻
末
の

「
無
隠
和
尚
墨
蹟
」
に
、

む

む

　

　

む

　

む

　

　

從
頭
講
、
到
百
丈
忌
段
、
師
告
予
告
日
、
我
欲
斯
日
死
何
故
、
本
朝
輝
林
、
未
倣
百
丈
忌
、
深
可
歎
也
、

以
上
、
「
百
丈
狙
忌
日
本
未
曾
講
行
今
次
初
此
禮
」
。
「
本
朝
樺
林
未
徹
百
丈
忌
」
。
と
あ
る
が
、
白
雲
恵
曉
の
百
丈
忌
拮
香
偶
三
條
よ
り
推

し
て
、
清
拙
は
渡
來
倫
で
日
本
の
事
情
に
は
熟
知
し
て
い
な
か
つ
た
爲
め
、
斯
く
云
つ
た
の
で
あ
ら
う
と
思

う
。

更
に
建
武
二
年

(
=
二
三
五
)
小
笠
原
貞
宗

(泰
山
)
公
が
信
濃
下
伊
那
郡

(
松
尾
)
の
伊
賀
良
に
開
善
寺
を
始
め
、
清
拙
を
開
山
に



招
請
し
た
。
帥
ち

「
清
拙
大
鑑
灘
師
塔
銘
」
に
は
、

如
建
仁
時
、
信
州
太
守
小
笠
原
朝
臣
貞
宗
、
領
男
井
老
幼
、
執
弟
子
禮
、
就
信
州
伊
賀
良
庄
梵
刹

一
所
、
山
名
盤
秀
、
寺
日
開
善
、
井

依
百
丈
清
規
行
焉
。

と
あ
る
。
清
拙
佳
す
る
こ
と
二
年
、
小
笠
原
禮
式
を
創
始
し
た
。
次
來
、
所
謂
小
笠
原
流
の
禮
式
は
清
拙
が
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

更
に

「
開
善
寺
史
」
に
、
「清
拙
行
百
丈
清
規
、
泰
山
乃
癬
之
、
整
美
射
騎
進
退
儀
禮
、
是
小
笠
原
禮
式
磯
端
。」
と
あ
る
。
叢
林
の
清

規
が
俗
人
に
ま
で
普
及
し
た
こ
と
で
あ
り
、
出
世
間
に
封
す
る
世
間
化
で
あ
る
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

所
で
白
雲
恵
曉
は
勿
論
。
清
拙
正
澄
の
時
代
に
は
未
だ
現
存
の
勅
修
百
丈
清
規
は
出
來
て
居
ら
す
、
此
虞
に
清
拙
が
來
朝

(
一
三
二
六
)

す
る
前
に
中
國
に
於
て
編
纂
さ
れ
て
い
た
清
規
の
種
類
を
あ
げ
て
見
る
に
。

先
述
の

「
輝
苑
清
規
」
「
入
衆
月
用
清
規
」
の
外
に
、
惟
勉

の

「
叢
林
校
定
清
規
総
要
」
(
=
一七
四
)

澤
山
の

「
暉
林
備
用
清
規
」
(
;
二

一)

中
峰
明
本
の

「
幻
佳
巷
清
規
」
(
;
=

七
)

等

が

あ
る
。

清
拙
正
澄
に
は
大
鑑
小
清
規

一
巻
が
あ
る
が
、
大
正
新
修
大
藏
経
第
八
十

一
部
績
諸
宗
部
十
二

(
四
)
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る

に
、
元
豫
十
年

(
一
六
九
七
)
の
刊
本
と
今
津
洪
嶽
敏
授
藏
本
の
寛
永
二
年

(
=
ハ
ニ
五
)
の
筆
爲
本
が
比
較
さ
れ
つ
』
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
。

内
容
は
同
文
に
て
、
文
字
の
異
り
を
散
見
す
る
の
み
で
あ
る
。
唯
寛
永
の
筆
爲
本
に
は
巻
初
に

「
新
刻
清
拙
大
鑑
輝
師
清
規
叙
」
な
る
旨

外
太
路
居
士
の
叙
文
は
無
い
。
帥
ち
元
豫
刊
本
の
叙
文
に
は
、

叉
慮
信
州
刺
史
貞
宗
小
笠
原
公
之
請
、
甥
開
善
寺
、
矩
護
鼎
新
、
今
日
諸
宗
葬
儀
、
遡
其
絵
波
、
謂
之
小
笠
原
家
禮
、
想
弾
規
爲
俗
所

掩
焉
。

と
あ
る
よ
り
、
今
日
の
諸
宗
の
葬
儀
と
清
拙
の
清
規
と
に
關
係
が
あ
る
様
に
云
は
れ
て
ゐ
る
。
叉
更
に
、

余
曾
聞
諸
毘
耶
、
大
雄
清
規
蚤
涙
於
中
土
、
黄
藁
元
公
始
観
焉
、
傳
彼
、
彼
地
灘
規
、
蓮
池
省
疎
、
全
佼
中
峯
、
此
出
子
元
公
聞
話
、

と
あ
る
。
隠
元
隆
碕
の
時
代
に
は
中
國
で
は
中
峰
明
本
の

「
幻
佳
巷
清
規
」
が
行
は
れ
て
ゐ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
幻
佳
奄
清
規
」
は

「
今

大
鐘
清
規
の
研
究

八
一
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究

,

八
二

上
天
皇
聖
壽
萬
安
」
を
所
る
國
家
佛
敏
的
。

「
所
雨
」。
「
所
晴
」
等
所
蒔
的
。
更
に
浮
土
教
的
色
彩
の
あ
る
清
規
で
あ
る
。
故
に
清
拙
の

清
規
を
中
國
よ
り
傳
へ
ら
れ
た
も
の
を
逆
に
中
國
へ
逆
輸
入
さ
し
た
こ
と
を
云
つ
て
ゐ
る
。

然
し
て
巻
末
の
文
に
依
れ
ば
、

月
甫
藏
圭
裏
所
自
謄
小
清
規
來
、
徴
予
分
其
句
讃
、
且
加
和
字
、
便
於
讃
、
大
鑑
大
智
再
世
、
而
出
中
華
僚
日
東
、
日
東
輝
林
禮
之
所

訣
不
可
不
補
者
、
衷
爲
小
清
規
是
也
。

と
あ
る
よ
り
し
て
、

清
拙
の
法
孫
月
甫
名
光
藏
圭
が
清
拙
寂
後
百
五
十
五
年
の
明
磨
三
年

(
一
四
九
四
)
に
、

此
等
十
二
條
を
集
め
て
小

清
規

一
巻
を
編
纂
刊
本
に
し
、
同
じ
く
大
鑑
派
下
の
東
山
灘
居
巷
清
仲
之
に
句
讃
を
依
績
し
て
、
臨
濟
叢
林
の
規
縄
を
正
し
た
も
の
で
あ

る
。塵

で
近
時
、
「
大
鑑
廣
清
規
」
二
巻
を
今
津
洪
嶽
敏
授
が
所
持
せ
ら
る
』
の
を
見
聞
し
て
、
更
に
南
弾
寺
塔
頭
蕪
松
院
の

「
大
鑑
清
規
」

一
巻
と
を
比
較
し
て
み
る
に
、
爾
書
共
に
筆
爲
本
に
て
内
容
は
同
文
で
あ
る
。
そ
の
品
目
を
あ
げ
て
み
る
に
、

新
命
受
請
。
新
住
持
入
院
。
開
堂
祀
聖
。
三
佛
忌
。
二
組
忌
。
諸
組
忌
。
嗣
法
師
忌
。
四
節
禮
儀
。
啓
建
榜
嚴
會
。
方
丈
小
座
湯
。
土

地
堂
念
諦
。
倫
堂
大
座
湯
。
小
参
。
結
制
上
堂
。
巡
寮
。
乗
梯
。
堂
中
三
日
茶
禮
。
爾
班
井
侍
者
進
退
。
方
丈
特
爲
首
座
茶
。
諸
山
奪

宿
相
訪
。
大
掛
搭
蹄
堂
。
小
掛
搭
蘇
堂
。
告
香
普
詮
。
旦
望
祝
聖
陞
座
。
旦
望
巡
堂
茶
。
坐
揮
。
坐
参
。
晩
参
。
大
放
参
。
坐
樺
儀
。

信
堂
三
八
念
諦
。
大
帝
誕
生
井
看
経
榜
。
乗
佛
後
管
侍
。
入
寮
出
寮
茶
。
衆
寮
経
録
借
歌
草
。
拮
衣
儀
式
。
接
識
號
儀
式
。
座
排
。

叢
林
細
事
。
乗
佛
提
綱
叙
謝
法
。
小
佛
事
。

維
那
須
知

(
出
班
嶢
香
時
、
禮
拝
之
法
)。
爾
班
出
班
拮
香
之
法
。

坐
具
展
開

(禮
拝
之

法
、
自
謙
之
法
、
問
訊
之
法
)。
曾
堂
衆
僧
須
知
。
入
組
堂
式
。
藏
圭
寮
膀
。
栴
檀
林
須
知
。
首
座
寮
膀

(
浮
智
寺
首
座
寮
膀
)。
首
座

寮
銘

(圓
畳
前
堂
首
座
寮
銘
)。
侍
者
寮
榜

(相
看
求
掛
搭
禮
、
四
節
日
巡
堂
禮
、
四
節
檜
堂
禮
)。
末
後
事
儀
。
精
進
鋤
、
無
隠
和
街

墨
蹟
。

以
上
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
然
し
大
鑑
廣
清
規

(
今
津
洪
嶽
敏
授
藏
書
)
に
は
巻
末
の
叢
林
細
事
の
品
目
は
あ
る
が
、
そ
の
内
容
文
が



記
載
漏
れ
と
な
つ
て
ゐ
る
。
又
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
…叢
林
細
事
の
内
容
よ
り
大
鑑
小
清
規
の
十

二
條
が
盛
ら
れ
て
い
る

事
實
で
あ
る
。
つ
ま
り
…叢
林
細
事
よ
り
摘
出
整
理
さ
れ
た
も
の
が
、
大
鑑
小
清
規
の
内
容
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
整
理
方
法
は

勅
修
百
丈
清
規
の
順
序
に
依
つ
て
な
さ
れ
て
ゐ
る
様
に
思
う
。

大
鑑
小
清
規
の
品
目
を
あ
げ
て
み
る
に
、

爾
班
出
班
拮
香
之
法
。
坐
具
禮
拝
之
法
。
維
那
須
知
法
。
月
中
毎
日
粥
時
念
文
。
施
食
。
曾
堂
衆
僧
須
知
。
侍
者
寮
膀
。
相
看
求
掛
搭

禮
。
四
節
僧
堂
茶
禮
。
藏
圭
寮
膀
。
乗
佛
提
綱
法
。
精
進
勧
。

の
十
二
條
で
あ
る
。

こ
の
内
月
中
毎
日
粥
時
念
文
は
叢
林
細
事
に
無
く
、

又
叢
林
細
事
の
入
租
堂
式
、

栴
檀
須
知
、

首
座
寮
膀
、
首
座

寮
銘
、
末
後
事
儀
、
無
隙
和
尚
墨
蹟
等
が
摘
出
に
漏
れ
、
小
清
規
に
は
無
い
。
此
等
の
内
、

「栴
檀
林
須
知
」
は
、
そ
の
項
末
に
嘉
暦
四

年

(
一
三
二
九
)
と
あ
る
よ
り
し
て
、
建
長
寺
に
在
佳
當
時
の
も
の
。
「首
座
寮
膀
」
は
元
徳
二
年

(
=
一三
〇
)
は
浮
智
寺
に
在
住
時
、
「
首

座
寮
銘
」
は
正
慶
元
年

一
三
三
ご
)
は
圓
畳
寺
に
在
佳
時
の
も
の
で
、
「
入
租
堂
式
」
は
、
「丙
子
季
十
月
」
と
記
し
て
あ
る
か
ら
延
元
元

年

(
一
三
三
六
)
で
、
建
長
寺
に
在
佳
時
の
も
の
で
、

「末
後
事
儀
」
は

「
己
卯
正
月
十
六
日
記
之
」
と
あ
る
よ
り
し
て
、

清
拙
の
示
寂
が

暦
慮
二
年

(
=
三
二
九
)
正
月
十
七
日
で
あ
る
故
に
示
寂
の
前
日
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
更
に

「
無
隠
和
伺
墨
蹟
」
は
無
隠
元
晦
が
貞
和

五
年

(
一
三
四
九
)
正
月
十
七
日
に
誌
し
た
も
の
で
あ
る
。
無
隠
元
晦
は
入
宋
倫
に
て
建
武
元
年

(
=
二
三
四
)
清
拙
建
仁
寺
に
住
す
る
時
、

第

一
座
に
招
請
し
、
清
拙
示
寂
の
頃
に
は
筑
前
の
顯
孝
寺
に
住
し
て
ゐ
た
。
又

「
無
隠
和
尚
墨
蹟
」
に

む

　

　

　

予
白
師
言
、
不
敏
僻
在
郷
村
、
不
歴
叢
林
清
要
久
尖
、
學
措
不
γ請
法
度
、
請
師
見
敏
、
即
袖
携
灘
林
備
用
問
師
、

と
あ
る
。
當
時
、
澤
山
の

「陣
林
備
用
清
規
」
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
て
居
り
、
行
は
れ
て
い
た
こ
と
が
考

へ
ら
れ
る
。
次
い
で
小
清
規

に
あ
る

「藏
圭
寮
榜
」
は

「
丁
卯
夏
住
山
清
拙
花
字
勤
白
」
と
あ
る
よ
り
、
「
丁
卯
」
は
嘉
暦
二
年

(
一
三
ご
七
)
建
長
寺
に
在
佳
時
。
「四

節
俗
堂
茶
禮
」
の
項
に
侍
者
の
動
作
を
い
ま
し
め
た
丈
の
絡
り
に
、
「
丁
丑
七
月
二
十
六
日
示
」
と
あ
る
。
「
丁
丑
」
は
延
元
二
年

(
=
二

三
七
)
建
仁
寺
に
在
住
時
で
あ
る
。
「
侍
者
寮
膀
」
に
は

「
眞
本
在
南
膵
侍
者
寮
」
と
あ
る
。
次
に
、

大
鐘
涛
…規
の
研
究

八
三
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四

〇
日
本
檬
、
古
來
至
今
錯
相
傳
脅
云
々
。
(爾
班
出
斑
拮
香
之
法
)

○
日
本
様
、
住
持
若
稚
不
出
、
頭
首
大
衆
同
心
解
怠
、
此
事
今
後
不
可
如
此
、
(信
堂
衆
信
須
知
)

○
多
有
維
那
不
依
唐
曾
詮
、
堅
執
日
本
古
例
、
:
:
珠
不
知
、
輝
宗
規
式
皆
依
唐
法
、
其
間
有
微
細
未
全
虚
次
第
改
正
云
汝
。
(維
那
須

知
法
)

○
慮

一
切
布
施
衆
曾
内
照
依
唐
例
、
以
後
爲
定
、
維
那
隻
分
。
(信
堂
衆
櫓
須
知
)

と
あ
る
よ
り
し
て
、
清
拙
の
寛
容
な
る
態
度
は

一
面
自
圭
性
を
書
き
出
し
て
ゐ
る
。
日
本
に
於
け
る
叢
林
の
規
式
に
古
來
よ
り
錯
相
傳
召

さ
れ
て
ゐ
た
も
の
は
是
正
さ
れ
、
取
上
げ
る
べ
き
日
本
の
古
例
は
尊
重
す
る
態
度
は
叢
林
規
式
の
日
本
化
で
あ
り
、
戒
律
復
興
の
」
端
で

あ
る
と
共
に
、
鎌
倉
新
佛
教
の
輝
宗
の
當
時
の
杜
會
へ
の
融
合
化
で
あ
る
。
次
い
で
此
の

一
例
と
し
て
、
月
中
毎
日
粥
時
念
文
の
中
に
、

十
三
、
二
十
七
香
信
堂
修
利
覗
獄
、
八
幡
諏
訪
新
羅
六
所
梅
現
仰
懸
大
衆
念
、
十
佛

と
あ
る
。
一現
今
行
は
れ
て
い
る

「
鎭
守
同
向
」
の
清
規
上
に
現
れ
た
る
始
め
と
云
は
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
更
に
、

　

む

陞
堂
時
、
後
生
牛
分
僻
怠
、
其
意
謂
、
唐
音
嘉
不
得
、
不
如
解
怠
不
妨
、
此
之
謂
輕
師
慢
法
、
(信
堂
衆
信
須
知
)

と
あ
る
。
幽即
ち
上
堂
演
法
は
中
國
語
で
行
は
れ
て
い
た
こ
と
は
、
渡
來
僧
清
拙
の
こ
と
故
に
當
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
依
て
雲
納
が
言
葉

が
不
明
な
爲
に
解
怠
す
る
こ
と
の
は
妨
げ
な
い
が
法
を
輕
う
ん
じ
な
い
様
に
い
ま
し
め
て
ゐ
る
こ
と
は
、
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

大
鑑
清
規

(
嘉
松
院
本
)
.
一
巻
及
び
大
鑑
廣
清
規

(今
津
本
)
は
、
先
述
の
様
に
同
丈
で
あ
る
。
虞
で
撰
述
者
及
び
撰
述
年
代
は
不
明

で
あ
る
。
然
し

「
無
隠
,和
爪何
墨
蹟
」
の
項
末
に

貞
和
成
子
歳
、
予
縫
師
後
席
、
南
弾
重
賓
都
寺
輝
居
雁
門
序
首
座
、
階
來
而
求
記
於
斯
事
、
明
年
貞
和
五
年
歳
次
巳
丑
正
月
十
七
日
、

建
仁
佳
持
比
丘
無
隠
元
晦
謹
誌
。

と
あ
る
よ
り
、
貞
和
五
年

(
一
三
四
九
)
頃
に
南
輝
重
賓
都
寺
騨
居
雁
門
序
首
座
の
二
人
に
依
て
編
纂
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

然
し
乍
ら
、
内
容
的
に
見
る
と
き
。
座
排
及
び
献
式

・
膀
式
を
見
る
に
、
座
排
は
勅
修
百
丈
清
規
と
同
様
で
あ
り
、
欺
式

・
膀
式
の
中



む

む

む

む

に
は

「東
陽
五
行
」。
と
か

「
東
陽
無
衆
慈
二
字
諸
知
事
同
垂
光
降
」。
の
二
記
事
の
み
見
る
。

「
東
陽
」
と
は
勅
修
百
丈
清
規
の
編
纂
者

で
あ
る
。
こ
れ
依
り
推
し
て
、
勅
修
百
丈
清
規
は
至
元
二
年

(
一
三
三
六
)
に
東
陽
徳
輝
に
依
つ
て
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
日
本
將
來
は

丈
和
丙
申
王
春
初
吉
、
前
眞
如
明
千
謹
識
、
(勅
修
百
丈
清
規
萬
治
四
年
刊
本
)

と
あ
る
よ
り
、
文
和
丙
申

(
一
三
五
六
)
に
清
拙
正
澄
の
弟
子
眞
如
明
千

(
一
三
六
〇
寂
)
に
依
つ
て
刊
行
將
來
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

又
東
陽
徳
輝
の
弟
子
、
入
宋
倫
中
巖
用
月
は
、
延
文
四
年
己
亥
六
月
、

得
洛
之
萬
壽
之
命
、

七
月
八
日
、

入
寺
、

秋
講
勅
修
清
規
、

(中
巌
自
暦
譜
)

よ
り
、
延
丈
四
年

(
一
三
五
九
)、
明
千
の
勅
修
百
丈
清
規
刊
行
に
邊
れ
る
こ
と
四
年
で
あ
る
。

つ
ま
り
丈
和
五
年

(
=
二
五
六
)
以
後
の
編

纂
で
は
な
い
か
と
も
思
は
れ
る
o

威
が
勅
修
百
丈
清
規
は
先
述
二
記
事
の
み
で
内
容
の
何
れ
の
項
に
も
引
用
は
な
く
、
「
叢
林
校
定
清
規
総
要
」
(務
計
清
規
)
・
「輝
林
備

用
清
規
」
(澤
山
清
規
)
・
「
輝
苑
清
規
」
(崇
寧
清
規
)
の
三
清
規
が
、
各
項
に
引
用
、
比
較
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ

う
し
て
そ
の
大
要
は
同

一

で
は
あ
る
が
、
威
儀
作
法
の
方
法
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
叢
林
細
事
よ
り
摘
出
整
理
さ
れ
た

「
大
鑑
小
清
規
」
以
外
は
、
何
等

新
鮮
さ
を
見
る
こ
と
は
出
來
な
い
。

輝
宗
皮
上
清
規
の
刊
行
は
必
す
復
興
蓮
動
の

一
端
を
荷
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
清
拙
正
澄
の
大
鑑
清
規
は
、
日
本
に
於
け
る
臨
濟
の

宗
派
的
完
成
の

一
翼
と
し
て
債
値
付
け
得
る
と
思
う
。
叉
鎌
倉
時
代
に
於
て
臨
濟
宗
が
獲
展
せ
ん
が
爲
め
、
時
の
模
力
に
押
さ
れ
て
純
弾

を
墨
揚
出
來
な
か
つ
た
時
、
大
鑑
清
拙
が
從
來
の
叢
林
の
規
式
に
批
判
を
加

へ
た
こ
と
。
更
に
、
清
規
の
世
俗
化
を
圖
つ
弛
こ
と
等
大
い

に
著
眼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
又
勅
修
百
丈
清
規
を
刊
行
し
た
、
古
鏡
明
千
を
弟
子
に
持
つ
た
こ
と
は
、
輝
宗
に
於
け
る

清
規
の
重
要
性
と
共
に
、
且
つ
又
、
勅
修
百
丈
清
規
が
現
代
臨
濟
宗
の
規
式
の
底
本
と
な
つ
て
ゐ
る
時
、
ゆ
る
が
せ
に
出
來
な
い
も
の
が

あ
る
。

大
鐘
清
規

の
研
究

八
五
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報

昭
和
十
九
年
皮
實
践
陣
學
は
左

の
如
く
開
講
さ

れ
た
。

碧
巖
録
唱

績
講

山
田
學
長

樹
、
接
心
會
は
六
月
』

.
二
・
三
日
及
び
十

一
月

十
五

・
十
六

。
十
七
日
の
爾
回
、
大
本
山
妙
心
寺

の
法
堂
に
於

て
行
は
れ
た
。

昭
和
廿
九
年
度
花
園
大
學
佛
敏
學
部

開
講
學
科
目
及
び
講
義
題
目

一
、
一
般
教
養
科
目

匪
分

講

座

名

櫓

人

丈

宗

教

學

哲

學

吏

倫

理

學

原

糺

會

自

然

東
洋
女
學
9
古
文
眞
實

東
洋
丈
學
筒
蕪
子

社

會

學

経

濟

學

自
然
科
學
概
論

生

物

學

化

學

山 牧 山 高 稻 薦 輻 小 池 稻 當
内 内 橋 岡 島 島 笠 長 岡 者

箪
4444422444位

外
國
語

二
、
燈

梵 梵 猫 猫 英 英 英 英

語諮語語

逸

語

逸

語語語

育

〔=二)f-)〔==)〔Lう 〔=二)(=コ)`→

 

盤
育
學

(實
技
を
含

む
)

三
、
專

門

科

月

佛

教

哲

學

概

論

原

理

實

践

貴 原 概 及特
〃 〃び 殊

輝 講 研讃
究

銭 理 論 哲 〔≡i)〔二)1一う

 

特
殊
研
究

及
び
講
讃

三
論
敏
學

天
台
敏
學

寳
林
傳

學臨
濟
輝

の
性
格

布
敷
學

法
儀
貴
習

臨
濟
録

zF卒 李ZF市 川 市 川

田 田 田 田 川 村 川 村

 

山
田
重

2222222

 

2

藤
原

4

久
松

4

市
川

4

今
津

4

伊
藤

4

横
井

4

柴
山

4

今
津

4

緒
方

4

木
村

4

今
津

4

八
六

〃

6
げ
①

畠
Φ
〈
①
δ
b
8
0
⇔
け
o
h

O
ゲ
ぎ
o
ω⑦

N
Φ
口
・

緒
方

〃

宗
門

無
書
燈
論

大
井

佛

敏

史

學

及特 概
〃 〃び殊 〃 〃

講研 論讃
究

日(二)(→

日
本
佛
敏
史

中
國
騨
宗
史

日
本
輝
宗
史

五
山
丈
學

延
賓
傳
燈
録

佛
敏
美
術
史

宗
敏
哲
學

哲
學
概
論

哲

學

東
洋
哲
學
史

選

操

課

目肚

會

學

政

治

學

日

本

史

外

國

史

人
丈
地
理
學

倫

理

學

公

衆

衛

生

肚
會
思
想
史

教

職

課

程教

育

原

理

爾 三 池 久 森 荻 幅 荻 荻 荻
島 村 長 松 須 島 須 須 須

 

稻
岡

松
本

竹
田

金
子

石
川

小
笠
原

山
田
重

勝
田

大
井

44444444444442444444
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敏

育

實

習

味
岡

激
育
心
理
學

富
田

青
年
心
現
學

富
田

肚
會
科
敏
科
教
育
法

昧
岡

教
育
杜
禽
"學

味
岡

昭
和
廿
八
年
度
卒
業
論
丈

一
覧

陣
哲
學
專
攻

輝

と
現
代
意
識

に
っ
い
て

般
仙珪
咽脾
の
庶
民
一的
性
格

抜
険
開得
勝

の
訓牌
風

繹
門
假
名
法
語
の
研
究
序
設

暉

に
於
け
る
倫
理

の
根
嫁

佛
敏
學
專
攻

豊
同薩
坤沮
の
構
拙旭

新
興
宗
…敏
の
庶
民
に
及
ぼ
せ
る

影
響

佛
教

に
於
け
る
實
践

の
原
理
的

考
察

佛
敏
史
學
專
攻

豊
後

に
於
け
る
佛
敏

と
キ
リ
ス

ト
教
と
の
交
渉

丹
波
安
國
寺

に
就

い
て

明
治
初
期
の
臨
濟
ψ不
教
団幽
に
"っ

い
て

織
難
時
代

に
於
け
る
大
徳
寺

日
本
中
世
肚
會
に
於
け
る
近
代

化

の
挫
折

彙

報

見1⊥1中 ノJ、〒与

力言 本1匙'林 型玉

32244

雅 英 哲

彦 功 典II召 玄

 

前
州

眞
弓

島
戸

勲

鈴
村

昭
穗

安
部

耕
碩

伊
藤

孝

太
川

艮
忠

大
波
多
麹
彦

加
藤

正
俊

世
阿
彌

の
縄

咽脾
倫
偏雪

舟

と
そ

の
書
一風

…教
團
史

上

に
於

け

る
出
爪傅

の
地

位

茶

道

史
上

に
於

け

る
元
伯
宗

旦

の
位

置

鎌

倉
月期

に
於

け

る
教

ウ不
規
Ψ檜

の

¶騨
宗

槻

-
明
悪
上
人
を
中
心
と
し
て
1

暉
曾

と
水

墨
書

伽
藍

を
中

心

と
す

る
妙

心
寺

の

嚢
展

に
就

い
て

荻
↑野

濁
閲
届
脾
師

の
炉∬
蹟

我
邦

に
於

け

る
暉

の
潜
流

時
代

の

一
考
放
弧
-
義
空
を
申
心
と
し
て
コ

室

町
時
代

に
於

け
る
佛
通
寺

日
本

騨
宗

史
上

に
於

け

る
中
國

輝
信

の
地
位

師
資

相
承
論

×

大
井
令
碩
先
生

千 杉 後 岸
坂 浦 藤 田

秀 宗 正
學 俊 正 昭

 

畑
山

文
志

橋
本

稔

松
葉

交
弘

伊
藤

秀
山

木
下

嚢
海

川
上

英
治

堀
尼

宏
昭

武
田

義
範

以
上

昨
年
急
逝
せ
ら
れ
た
坂
本
先
生
の
後
を
承
け
て

今
同
大
井
令
碩
先
生
を
迎

へ
る
こ
と
に
な

つ
た
。

先
生
は
敷
年
前
に

一
度
本
學

の
講
師
と
し
て
佛
教

學
を
講
じ
て
居
ら
れ
た
方
で
あ
る
。
京
都
大
學
丈

學
部
卒
業
後
は
、
元
束
幅
寺
管
止
漏
室
老
師
に
っ

い
て
長
年
参
輝
緋
道
を
綾

け
ら
れ
傍
ら
紳
戸
山
手

短
大

の
…教
育
學
助
…敏
授
と
し
て
教
鞭
を
取

っ
て
居

ら
れ
た
方
で
あ
り
、
本
年
度
は
教
育
原
理
と
共
に

輝
哲
學

の
特
殊
研
究
と
し
て
宗
門
無
叢
燈
論
を
講

ぜ
ら

れ
る
事

に
な

つ
た
。

お
さ
む

森

親

先
生

長

年

の
念
願

で
あ

つ
た
佛
…敏
美

術

の
漁講
座

が
佛

教

史
學

の
特
殊

研
究

と

し
て
本

年
度

か

ら
特
設

せ

ら
れ

る
事

に
な

り
、
奈

頁
文
化

財

研
究
所
建

造
物

研
究

室
長

・
工
學
博

士

・
森

顯
氏

が
迎

へ
ら

れ

た
。
先

生
は
既

に
桂
離

宮

な
ど
庭
園

の
研
究

者

と

し
て
著
書

も
多

く
、

そ

の
多

彩

な
講
義

は
、

と

も

す

れ
ば

偏
し
易

い
宗
學

の
中

に
學

徒

の
新

し

い
關

心
を

あ

つ
め
て
ゐ

る
。

×

學

術

講

演

會

五
月
十
【
五
口H
、
第
山ハ
回
[本
墨
・創
立
網祀
今
心式
、
記

念
學
術
講
演

現
代
思
想
と
繹

京
都
大
學
教
授

西
谷
啓
治

×

夏

期

公

開

講

座

七
月
十
日
よ
り
十
二
口目
ま
で
、
會
…揚
を
從
來

の

本
山
大
方
丈

か
ら
本
墨
二講
堂
に
移
し
て
、
涼
し
い

夜
氣
の
中
で
開
催
。
熱

心
な
來
隠
者
は
前
年
に
も

増
し
で
多
く
盛
會
で
あ
つ
た
。
繭
蓄
を
傾
け
た
数

々
の
名
講
黍
に
名
獲

り
惜
し
く
三
夜
で
散
會
。
な

ほ
講
座
題
目
は
次

の
涌
一り
。

八
七



輝

學

研

究

碧
巖
録
提
唱
(
三
日
間
)
本
學

々
長

山
田
無
文

日
本
文
牝

と
輝

の
濁
自
性

〃
敏
授

今
津
洪
嶽

大

衆

輝

〃

久
松
眞

一

日
本
古
美
術
と
近
代
精
紳

〃
講
師

森

覇

學

會

日
本
印
度

佛
教

學
會

は
十

月

九
日

.
十

日
爾

日
東
京

大

正
大
學

に
於

て
開

か
れ
た

が
、
本
學

か

ら
は
横
井

講

師
が
出

席
。
昨

年
、

氏

が
宋
藏

逡

珍

本
を
青

蓮
院
本

に
よ

つ
て
補

ひ
、

原
型

の
ま

》
騰

鵡篇
徳級
印

せ

る
{費
林
傳

に
よ

つ
て
.成
さ

れ
た
研
究

の

一
端

を
螢

表
せ

ら
れ

た
。

な
ほ
題
名

は
、

〃
{質
林
傳

本
四

十

一一音
〒経

の
課
顧
岬〃

で
あ

つ
た
。

佛
数

史

學

密

は
十

一
月

二
十

日
、

大
谷

大
學

に
於

て
開

催

さ
れ
、
荻

須
教

授
が

出
席
、

今
春

の

丈

部
省
科

學

研
究

費

交
付

に
よ

る
延
實
傳

燈
録

に

つ

い
て

の
研
・究

の

一
部

「
卍

一兀
師
盤
一の
櫨
惇燈
剛剛
承
畑概
」

を
焚
表

さ

れ
た
。
之

は
延
實

傳
燈
録

の
全

貌
を
求

心
的

に
蓮

べ
ら

れ
た
云
は

団
序

設

・
概
論

で
あ
り

雑

熱
脚
「
佛
一敏
史

學
」

に
掲
載
一の
筈

で
あ

る
一か
、
宙
み

に
今
後

の
日
本

中
世

輝
宗

史

に
封

す

る
決

定

的

な

輝

か
し

い
成

果
が
期

待

さ
れ

る
。

灘
學
研
究
會

十
二
月

一
日
午
後

一
時
よ
り
本
學
會
議
室
に
於

て
昭
和
ご
十
九
年
度
輝
學
研
究
會
獲
表
會
が
行
は

れ
た
。
嚢
表
者
は
、

大
鑑
涛
一規
の
研
究

本
墨
'助
手

大
石
{寸
雄
一

朋關
山
　慧
玄
唱脾
師

の
省
目像

に
つ
い
て

本
學
敏
授

荻
須
純
道

臨
濟
録

の
㎝教
墨
・的
背
見厭

本
學
敏
授

今
津
洪
嶽

で
あ
り
、
森

宗
菰
総
長
は
じ
め
多
数
出
席
し
、
盛

會

で
あ

つ
た
。

佛

教

異

學

會

十

一
月
十
二
日

卒
業
論
丈
中
聞
蛮
表
及
び
研
究

會
。
揃
導
、
荻
須
教
授
。

佛

教

學

會

十

一
月
三
+
日

卒
業
論
丈
中
間
嚢
表
及
び
研
究

會
。
脂
導
、
今
津
敏
授

・
横
井
講
師
。

見

學

會

十
月

背
九

日

参
加

者
學

生

八
十

八
名

、
國
鐵

バ

ス
ご
台

に
分
乗

出
螢

、
京

都
騨

よ

り
森

講
師
乗

車
。

先

生
.の
解
設

に
て
、
藥

師
・寺

・
鷹
招
提
寺

を
笄
一概

せ

り
。

八
八

交
換
受
購
難
誌

龍
谷
大
學
論
集
。
哲
學
會
誌
(
中
央
大
)
。
大
谷
學

報
。
哲
學
年
報

(
九
州
大
)
。
研
兜
紀
要

(亀
岡
高

校
)
。
佛
教
大
學
學
報
。
佛
敏
丈
化
。
密
敏
丈
牝
。

愛
知
學
院
大
學
論
叢
。
奈
艮
學
藝
大
學
紀
要
。
紳

戸
外
大
論
叢
。
研
究
集
報
(
鈴
峯
女
子
短
大
)
。
研

究
論
集
(
信
州
大
)
。
敏
育
展
望
(京
都
府
敏
育
臆
)
。

在
家
佛
教
。
別
府
女
子
大
學
紀
要
。
大
倉
山
論
集
。

フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ

ア

(早
稻
田
大
)。
研
究
論
集

(
相

愛
女
子
短
大
〉
。
経
濟
系

(關
東
學
院
大
)
。

西
京

大
學
學
術
報
告
人
文
。
大
阪
大
學
文
學
部
紀
要
。

ア
カ
デ
ミ
ア

(南
山
大
)
。
研
究
年
報

(
三
重
縣
立

大
)
。
駒
澤
史
學
。
宗
敷

研
・究

(東
京
大
)。

大
阪

商
業
大
學
論
集
。
法
丈
論
叢
(熊
本
大
)
。
大
正
大

學
研
究
紀
要
。
東
洋
大
學
紀
要
。
學
藝
學
部
紀
要

(
和
歌
山
大
)
。
親
驚
上
人
論
孜
。

人
丈
學

へ同
志

肚
大
)。

佛
教
丈
牝
研
究
。

名
古
屋
大
學
丈
學
部

研
究
論
集
。
群
馬
大
學
紀
要
。

日
本
丈
牝

(
天
理

大
)
。
風
俗
研
究
。

關
西
大
學
丈
學
論
集
。

経
濟

論
集
(北
海
道
學
園
大
、
。
研
究
紀
要
(
園
部
高
校
)
。

紀
要
へ横
濱
市
立
大
)
。
佐
賀
龍
谷
學
會
紀
要
。
論

放

(
關
西
學
院
大
)
。
大
谷
史
學
。
大
崎
學
報

(
立

正
大
、
。
佛
敏
學
研
究

(龍
谷
大
)
。

…敏
育
研
兜
紀

要
(大
阪
市
大
)
。
金
城
學
院
大
學
論
集
。
紀
要
(
立

命
館
大
)。

京
都
女
子
大
學
紀
要
。

猫
逸
丈
學
研

究

(京
都
大
分
校
)
。
龍
谷
史
壇
。
紀
要

(
武
庫
川

學
院
女
子
大
)
。

學
術
研
究
年
報

(同
志
肚
女
子

大
)。
紀
要

(
日
本
大
學
世
田
谷
教
養
部
)。
大
倉


